
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

おう吐や下痢などの胃腸炎症状を起こすノロウイルス

による感染症や食中毒は、特に冬に流行します。 

1 

冬期は、 
ノロウイルスに注意 

No.161 

＜ノロウイルスと食中毒の特徴＞ 

＜予防ポイント＞ 

○おう吐、下痢など、 

胃腸炎症状を発症 

○少量のウイルスで発症 

○感染調理者からの感染

や、汚染された二枚貝

等が原因 
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新潟県内のノロウイルス食中毒月別発生状況

（平成25年～29年）
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「ノロウイルス」の特徴
と予防ポイント！ 

 
 
 
 
 

２度洗いが有効！ 

 

胃腸炎症状 

のある場合 

、直接食品に 

触れない！ 

 

   手袋着用な 

ど、適切な 

汚物の処理 

※詳細は、ホームページをご覧ください。 

 

    中心部ま 

で、十分 

加熱！ 

(85～90℃、90 秒間) 

 

つけない 持ち込まない 拡げない やっつける 
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No.161 

ノロウイルス情報は、 

ホームページ「にいがた食の安全インフォメーション」を御覧ください。 

「ノロウイルス情報」を
ホームページに掲載中 

３月末まで隔週でホームページ「にいがた食の安全

インフォメーション」に掲載します。 

食中毒・感染症予防対策、
ノロウイルスの特徴を掲載 

最新の 
流行状況を掲載 
・県全体（グラフ）

・地域別（数値） 

流行する前に

準備するぞ！ 

にいがた食の安全 検索 


